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大阪弁護士会環境経営方針

1　基本理念

　人類は、限りある資源を大量に使用し、大量生産・大量消費・大量廃棄の社会システム

によって、自然環境を破壊してきました。そのような中、かけがえのない地球環境を保全

　し、持続可能な社会を形成しようとする意識が強まり、今まさに、温室効果ガス排出量の

削減などに代表される環境保全の活動が世界的な流れとして定着しっっあります1

　大阪弁護士会は、これまで、悲惨な公害の根絶や自然環境の保全・再生に向けて、国や

自治体等に対して様々な提言を行なうとともに、シンポジウムの開催などを通じて市民の

皆様にも環境保全の重要性などを訴えてまいりました。当会は、今後とも、環境負荷の削

減、環境保全のため、外部に対するこれらの活動を継続しますとともに、当会会員弁護士

の執務や、当会の会務・会館の運営などにおいても、環境保全の活動に取り組むことを誓

約し、ここに次の行動方針を策定します。

2　行動方針

（1）公害の根絶、豊かな環境保全・再生、持続可能な循環型社会の実現に向けて、国、自

　　治体並びに社会に対し提言や働きかけを継続的に実施します。

（2）当会会員弁護士に対する環境保全、環境負荷削減に関する広報・啓発活動をおこない、

　　会員弁護士の執務において環境保全などが実現されるよう取り組みます。

　（3）環境保全、環境負荷削減のため、当会の会務運営と会館管理にあたり次の施策に取り

　　組みます。

　　①　水・電気の適正使用を意識し、無駄な消費の削減に継続的に取り組みます。

　　②廃棄物排出量を常に意識し、無駄な廃棄物が生じないよう継続的に取り組みます。

　　③紙使用量を常に意識し、その削減に向けて継続的に取り組みます。

　　④　環境関連法規・条例およびその他の法令を遵守します。

　　⑤会館利用者の環境保全意識の向上を目指し、教育゜啓発活動を行います。

　　⑥　業務上、必要な製品等を購入する際に、環境負荷が少ないものを優先的に購入します。

　　⑦　5S（整理、整頓等）を徹底することにより業務効率化を図ります。

制定日：2009年（平成21年）9月28日

改定日：2012年（平成24年）2月8日

　　　2020年（令和2年）3月16日

　　　大阪弁護士会

　　　　会長　今川　忠
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組織の概要

　（1）事業所名 大阪弁護士会

（2）代表者名　会長今川　忠（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

（3）所在地　大阪市北区西天満1丁目12番5号

（4）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先（平成31年度（令和元年度）担当）

　　環境管理責任者副会長倉橋忍（咀06－6364－1225）
　　担当事務局　　　　　　　吉村雅之（　　　　　　〃　　　　　　）

（5）大阪弁護士会の沿革など

　　明治13年5月大阪組合代言人という名称で組合を結成。同6月初代会長等選

　出。明治26年5月旧々弁護士法施行にともない大阪組合代言人を廃止し大阪地

　方裁判所所属弁護士会となりました。大正15年5月名称を大阪弁護士会と改称

　（旧々弁護士法時代）。昭和24年9月現行弁護士法が施行され、現在の大阪弁

　護士会となりました。大阪府下に事務所を設置する弁護士及び外国法事務弁護士

　は全員が当会に所属しています（強制加入団体）。

（6）事業活動の内容

　　大阪弁護士会は、基本的人権の擁護と社会正義の実現のためさまざまな活動を

行っています。市民への法的サービスを提供するための弁護士法の趣旨による調

査研究活動、また弁護士の全般的なサポート活動に取り組んでいます。

（7）規模（大阪弁護士会本部）　（令和2年3月31日現在）

　　①大阪弁護士会本部

　　　会員数：4，727名（外、弁護士法人200法人）

　　　職員数：　118名
　　　所在地：大阪市北区西天満1丁目12番5号

　　　建　物：地下2階地上14階

　　　延床面積：17，005．29㎡

　　　敷地面積：5，078．06㎡
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②なんば法律相談センター

職員数：2名

所在地：大阪市中央区難波4丁目4番1号ヒューリック難波ビル4階

③堺法律相談センター

職員数：1名

所在地：堺市堺区南花田口町2丁3番20号三共堺東ビル6階

※日本司法支援センター大阪地方事務所と事務所を共有しており、エコア

　　クション21の認証範囲外としている。

④岸和田法律相談センター

職員数：1名

所在地：岸和田市宮本町27番1号泉州ビル2階

⑤谷町法律相談センター

職員数：1名

所在地：大阪市中央区谷町3丁目1番9号MG大手前ビル5階

※日本司法支援センター大阪地方事務所と事務所を共有しており、エコア

　　クション21の認証範囲外としている。
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環境目標とその実績（評価）

水・ガス1人あたりの使用量が、基準年度を上回らないこと

電気・二酸化炭素・コピー用紙1人あたりの使用1が、基準年度の90％を上回らないこと
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※t2014年度以降、会員数は200名ずつ増加と想定したが、実績と開きが出てきたため、2017、2018、2019年度は人数据え置きとした。

※2各項目下段の数値は、会員一人当たりの使用量等

※32014年度の二酸化炭素緋出係数は右記のとおり。（電気使用量xO，516（kgeCO2！kWh）、ガス使用量xO．0509　x45．0）

与

（これまでの評価）

水について

会員1人あたりの使用量は基準年度を下回っている。

しかし、会員数、会館内の行事等が年々増加しているので、今後、生活排水の増加が見込まれる。

総量を滅らす工夫が必要であるが、弁瞳士会の活動を活性化するとともに行事数等も増加するため、更に節水を呼びかけたい。

ガスについて

20bg年度以降、空鯛の稼動について、電気でまかなうことができない場合のみガスを使用することとなったため、大幅に使用量が減少している。

空調機器を効率的に使用し、更なるガス使用量の削減に努めているところであるが、設備機器の劣化などによリガスを使用して空調をおこなわざるを得なかった。

201S年度より、猛暑が続いたため、共用部にガス冷房を利用開始した．

電気について

平成25年度中に、800kWから760kWへ契約電力を見直しを行い、1階吹き抜け部照明のLED化を行った。

契約電力の見直し、平成28年1月より740Wに切り下げた。これ以上の削減は困難と思料する。

水と同じく会員数、会館内の行事等や天候によリ、増減する傾向にあるので、節電の継続的な工夫を検討する必要がある。

今年度、エコアクション21推進W丁にてLεDライトの更なる普及を検討したが、費用の問題もあり、長期修繕計画に向けて提言する等、

今後の検討課題である。

＝酸化炭素について

引き続き、電気・ガス等の使用tの削減に努め、二酸化炭素の排出量の削減に努めたい。

コピー用紙購入枚数について

常議員会におけるベーパーレス会繊を実行しており、他の委員会にも徐々に浸透していっている。今後も他の会膳でも運用するように継続的に取り組んでいく。

※グリーン購入の実績について

紙類 αエコカラーベーパー（大塚商会）：FSCミック

SG（ゼロ・ックス）：グリーンマーク

文具類 ペンマーカー修正テープ等

什器・備品類の購入は、総務部総合管理課が担当しております。

エコアクション21担当事務局も同課にあります。

引き続き、今後も全ての備品、消耗品についてグリーン購入を続けていきます。



環境目標評価記録中長期計画

水使用量　　　電気使用量一灘灘霧
5，050

51050 5，050
51050 5，050　会員数

会員1人あたり 1．36 0．15 500．19 201．35 L861」22022

目標 年間使用量 6」93
684 2，273，351 915，114 8，458，780

評価
4，950 4，950 4，950 4，950 4，950　会員数

会員1人あたり t36 0．15 500」9 201．35 1，861」22021

目標 年間使用量 6，070
670 2，228，334 896，993 8，29t279

評価
4，850 4，850 4，850 4，850 4，850　会員数

会員1人あたり 1．36 0．15 500」9 201．35 L86t122020

目標 年間使用量 5，947
657 2」83．317 878β72 8，123，778

評価
4，727 4，727 4，727 4，727 4，727　会員数

会員1人あたり 1．41 0．21 362」9 179．04 1，370．212019
年間使用量 6，648 1，000 t712，070 846，341 6，477ρ00

評価 × ○ ○ ○ O
会員数 4，655 4，655 4，655 4，655 4，655

会員1．人あたり 140 1．05 370．69 185」5 1，390．552018
年間使用量 6，494 4，883 1，725，543 861，877 6，473，000

評価 × × O O ○

会員数 4，571 4，571 4，571 4，571 4，571

会員1人あたり 125 0．02 395．82 195」9 L542．222017
年間使用量 5，710

107 1，809，272 892，216 7ρ49，500

評価 ○ O O ○ ○

会員数 3，409 3，409 3，409 3，409 3，4092008

基準
会員1人あたり 151 0．17 555．76 223．72 2，067．91

年間使用量 5161 570
t894．598 762，651 7，049，500

※1会員数は100名増加で推移
※2目標は基準年の会員1人あたりの数値から90％減の数値
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3　環境活動計画の内容と評価
　　以下の基準によって評価しました。

5：達成

4：ほぼ達成

3：運動をし、一定の効果を得ているが、充分に浸透していない

2：運動をしているがほとんど浸透していない

1：運動がほとんどできていない

＊　：将来における対処のため現時点での評価は不能

1　対外的働きかけ

o）

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価 今後の取組内容

5：公害対策・環境保全委員会を設置している。

毎月1回開催しており、当会の委員会活動として

公害環境問題に関する調査研究等をおこなう委 引続き継続する。

　　’員会などの組織体制を今後も設置する。 また、環境問題などについてシンポジウム等を
引き続き、今後も委員会内で調査研究を行う。

上記は、定例に会議を開催し、毎年度、その活動 開催している。

を報告書として取りまとめる。 2015年7月25日に「再エネ特措法の動向と法

律上の問題点」というテーマの研修会を行った

（報告資料参照）。

2　会員弁護士への働きかけ

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価 今後の取組内容

会員弁護士の執務及びその法律事務所の運営に

関し、環境負荷の軽減に資する情報を提供する。

4：会内の活動には取り組んでおり、月刊誌で定

期的に活動情報を提供している。

「月刊大阪弁護士会」やHPにて広報を引続き行

っていく。
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N

会員弁護士の執務及びその法律事務所の運営に

関し、環境負荷の軽減をはかるための広報・啓発

活動を行う。

4：同　上
｝
1

3　会務運営と会館管理における取り組み

電気使用量の削減等について

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価 今後の取組内容

上2階、下2階への移動は、階段を利用
4：1階と地下1階への移動は、多くが階段を利

用している。
引続き、掲示物、館内放送等で呼びかけを続ける。

・利用状況に応じてエレベーターとエスカレータ

ーの運転を休止・制限する。

・利用者が少ない時間帯はエレベーターの稼働数

を減少する。

・1、2階エスカレーターの稼働を講演会などの

開始と終了時に限定する。

　　　　　　　　　．

5：エレベーターの稼働時間を以下のとおり定め

ている。

　　8：30～10：302機稼動（3・4号機）

　　10：30～11：30　3機稼動　　（2・3・4号機）

　　11：30～19：00全機稼動（1・2・3・4号機）

　　19：00～211003機稼動（1・2・3号機）・

　　21：15（1・2号機停止）

　　21：20（3号機停止）

5：エスカレーターは、講演等の開始時・閉会時

の混雑時のみに稼働を限定している。

エレベーターの間引き運転について、メーカーに問

い合わせしたところ、電気消費量にあまり貢献して

おらず、かえって機器の摩耗を進めることになり、

機器の交換を早め、環境活動に影響を与えてしまう

ため、令和2年2月10日から、エレベーターの稼

働時間の休止制限を廃止することとしたp

館内室温（夏27度、冬21度）を適切に保ち、

過度の冷暖房を抑制
5：職員、会員にも浸透している。 引き続き取り組んでいく。

遮光カーテン（夏は下げ、冬は上げる）を活用し

て冷暖房の軽減をはかる。
51防災センターにて集中的に管理。

1
；

電気機器の購入時には環境負荷の軽減も劃酌し

て新機器を選定する。

3：電気機器を購入する際には、消費電力量にも

注視している。

カタログ等にはエコマークの商品が一目で分かる　　　　　、

ため、可能な限り環境負荷の少ない商品を購入し

ていきたい。

ノー残業デーの遵守を励行する。 3：全職員にメールを配信し、周知している。 引き続き取り組んでいく。

2
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電力使用量の安易な増加を防ぐため、会務の運

営・会館の管理の見直しを続ける。

3：会議室を使用する際には、会議の参加人数に

見合った収容人数の会議室を選ぶようにする。

会議室予約をする際の注意事項として、職員に対

し、ルールを定めて、運用していく

館内照明のLED化

4：平成30年度より複数年をかけて、順次、館

内照明のLED化を実施している。事務局内の照明

の間引きも実施している。

　　　．
引き続きLED化に取り組んでいく。

契約電力の見直し
5：平成28年に契約電力の見直しを行った。

（760kW→740kW）
引き続き節電に取り組んでいく。

水使用量の削減等について

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価 今後の取組内容

水の無駄な使用を抑制する。 3：特に一般市民の来館者には浸透していない。
会員数、来館者数増加に伴い、手洗いを利用する

機会が増えるため、地道に広報を行っていく。

紙使用量の削減等について

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価 今後の取組内容

会員に対しメールアドレスの登録を促し、登録者 年度最初の各委員会の場において、広報を行い、
4：各委員会にて、当会へのメールアドレスの登

への連絡は電子メールを活用する。 新規入会した会員にも届出をお願いしている。
録の呼びかけを行う。

・委員会等の資料配付は、電子データを活用する。 現在の登録者数は全会員の86％。

5：達成されている。

紙使用量を継続的に管理する。 弁護士会で総会に次ぐ意思決定機関である常

・ 紙購入量を継続的にカウントし、日常会務に紙 議員会において、電気・水道・ガスとともに購入 引き続き取り組んでいく。

使用量を意識する。 量（使用量）を報告し、環境活動に関する啓発を

行っている。

コピー、印刷方法を工夫し、紙使用量を抑制する。
5：達成されている。 n

・ 両面コピー、両面印刷、また用途に支障がない

3
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範囲で2アップコピーを励行する。

FAX送信の無駄をなくす。

・ メールとFAXの重複送信を止める。
5：達成されている。

｝
f

・ 委員会開催通知を会員へFAX送信するときは、

名簿を添付しない。

反故紙の再利用。
3：可能な範囲で取り組んでいる（FAX受信用

・ 再使用が可能な反故紙の回収箱を設け、反故紙
｝
｜

紙への再利用、メモ用紙への転用等）
を回収する。

委員会配布資料の無駄を削減ずる。
弁護士会で総会に次ぐ意思決定機関である常議

員会においてのペーパーレス会議の試行を開始し
・ 既配布の有舞、閲覧での代替性、過度の部数に 3：委員会の前には、委員の出欠を確認し、必要

た。今後、対象者の拡大について更に推進する。
ならないよう留意し、紙使用量が安易に増加させ 部数を用意するよう徹底している。

また、ペーパーレス会議をする委員会も徐々に増
ないよう意識する。

加してきている。

3：全会員に必要でなければ、案内等を棚置きし、
全会員配布資料の絞り込み

必要部数をとってもらうこととしている。会員名
・ 希望者への配布だけで足りないか、また、レタ

簿や定期総会報告書も発行部数を削減し、会則集 引き続ぎ取り組んでいく。

一ケースへの備置やホームページでのPDFファ
については会員専用サイトに掲載し、印刷は行わ

イル配布で足りないかなど。
ないこととした。

紙使用量の安易な増加を防ぐため、引き続き会務
※当会の全体のテーマとして、引き続き検討を行う。

の運営・会館の管理の見直しを続ける。

4
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廃棄物量の削減等にっいて

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価 今後の取組内容

製品の長期使用を励行する（その使用によって大
4：ほぼ達成されている。 引き続き取り組んでいく。

きな環境負荷が生じるときを除く）。

カン、ビン、ペットボトルなどのゴミの分別を引

き続き実施する。

5：達成されている。ペットボトルの蓋をエコキ

ャップとして、別途回収している。

I
l

備品の購入にあたっては、リサイクルの可否、リ プリンターのトナーはリサイクルトナーを活用し
3：可能な限り選定できている

サイクル効率も閣酌して購入品を選定する。 ている。

再生紙の使用を引き続き実施する。 5：達成している 購入するコピー用紙は、従前どおり再生紙とする。

引き続き、反故紙、裏紙の利用を行う。またペッ
廃棄物量の安易な増加を防ぐため、引き続き会務

4：ほぼ達成している トボトルの蓋をエコキャップとして、別途回収し
の運営・会館の管理の見直しを続ける。

ている。

消耗品の発注は総合管理課が基本的に行なってい
消耗品の購入にあたっては詰め替え可能なども

4：ほぼ達成している るので、引き続き詰め替え可能な商品を選択する
勘酌して購入品を選定する。

ように取り組む。

会館利用者への広報について

活動計画 目標達成状況を含む「活動計画取組結果」の評価　　　　　　　　今後の取組内容

館内放送・館内掲示を活用して、環境負荷軽減へ

の取り組みを広報する。
5：館内放送を実施中である。 引き続き取り組んでいく。

委員会等などによって環境負荷削減への取り組

みを広報・啓発する。
3：更に意識を高めたい。

年度初めの第一回目の委員会等において、紙の消

費節減にっいてお願いをしている。

5



確認：令和2年1．月29日

環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　1　適用となる主な環境関連法規

主な適用法規 該当する活動 評価

環境基本法（第人条） ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の

公害防止、自然環境の保全に必要な処置。

製品の使用又は廃棄による環境への負荷

の低減努力。

○

地球温暖化対策の推進に関する法律

（第二十条の五）
温室効果ガス排出抑制努力義務 ○

環境の保全のための意欲の増進及び

環境教育の推進に関する法律（第十
条）

職員に対する環境保全に関する知識及び

技能を向上させるために必要な、環境保

全の意欲の増進、または環境教育を行う。

○

循環型社会形成推進基本法（第十一
条）

製品が廃棄物となることを抑制するため

に必要な措置を講じる義務

○

容器包装に係る分別収集及び再商品

化の促進等に関する法律（第四条）
分別排出の努力義務 ○

特定家庭用機器再商品化法（第六条）
特定家庭用機器をなるべく長期間使用す

る。
○

国等による環境物品等の調達の推進

等に関する法律（第五条）
環境物品等を選択するよう努める。 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（第三条）

（大阪市廃棄物の減量推進及び適正

処理並びに生活環境の清潔保持に関

する条例（第四条））

事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの

責任において適正に処理するよう努め
る。

○

フロン排出抑制法 エアコンの点検 ○

資源の有効な利用の促進に関する法

律（第四条）

事業活動に伴い、原材料等の使用の合理

化を行うとともに、再生資源及び再生部

品を利用するよう努める。

○

下水道法（第十条） 排水設備の設置義務。 ○

大阪府環境基本条例（第四条）

事業活動を行なうにあたり、これに伴う

環境への負荷の低減その他環境の保全に

資するため必要な措置を講ずる。

○

大阪府自然環境保全条例（第八条） 事業活動を行うにあたり、自然環境の保

全に資するため必要な措置を講ずる。

○

大阪府生活環境の保全等に関する条例

（第五条）
環境負荷低減義務 ○

v
”
”
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大阪府循環型社会形成推進条例（第四

条）

大阪府温暖化の防止等に関する条例

（第四条）

事業活動を行うに際しては，原材料等がそ

の事業活動において廃棄物等となること

を抑制するために必要な措置を講ずる。

事業活動を行うに際しては、温室効果ガ

スの排出及び人工排熱の抑制並びに電気

の需要の平準化並びに建築物の環境配慮

のため、エネルギーの使用の抑制に資す

る行動、環境に配慮した資材、機器等の

利用その他必要な措置を講ずる。

○

○

2　違反、訴訟等

　環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟等は、過去3年間ございません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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　　5組織図事務局人員配置図（令和2年3月31臼現在）
　　　※対象者数は、118名になります．※色抜きの箇所が．登録対象外となって
　　おります．（堺、谷町法徳相蹟センター各1名）
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環填活動レポートの確認 、
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幕務局 頭境管磯鷺任者の補佐、EA力推進ワーキングチーム事務局

⑱務局・ 頂境方針の馬知、教胃訓競

緯務灘倉管理採環塊活勤計回ロ｝実施浪ぴ状況競巳

環境活瑚⑳実績集計
1

珊填関適の外部コミュニケ榊ションの窓口

頂境活勘レポートの作成（事務所に傭付什と地垣事務局への送付）

内部監査 事務局4郁（企固郎・委員禽部・総務部・法傭相肢部）が相互にチ訟ソク



代表者による見直し手順書

実施時期 エコアクション21推進ワーキング・チーム（不定期開催）

出席者 エコアクション21推進ワーキング・チーム委員

実施手順

1．エコアクション21推進ワーキング・チーム事務局は、見直し

　日時と場所を確保し、代表者へ連絡する。

2．担当副会長、事務局長が見直し資料の説明を行う。

3．担当副会長は、方針、目的、環境経営システム等改定の必要性

　をチェックする。

4．エコアクション21推進ワーキング・チーム事務局は、代表者

　の指摘、意見等を記録する。

5．代表者の最終確認を得る。

6．事務局長は、見直し完了後速やかに各課に周知徹底する。

※　必要があれば、メーリングリストを利用して、検討することが

　できる。

備考
　引き続き同ワーキング・チームにてエコアクション21の活動

に取り組んでいぐ。

　〈代表者による評価と見直し〉・

　シンポジウム等の会務活動を活発に開催し、また、年々会員が増加傾向にあ

ることから、紙（コピー紙）使用量の増加はやむを得ないところもあるが、今

後も資料の電子化を推進していくことで、節減に努めたい。

　電気・水・ガス・紙の消費量削減にかかる取り組みについて、下記のとおり

である。

　今後も引続き、エコアクション21の活動をスムーズに行うため、理事者（会

長・副会長）直轄のエコアクジョン21推進ワーキング・チームのもとに取り

組んでいくこととする。

①電気

　契約電力を平成28年1月から760kWhから740kWhに変更している。

　会館内照明のLED化について、平成30年度より複数年をかけて順次実

　施。本年度は9階から10階の会議室スペースのLED化に着手している。

②水
　水消費量の多くをトイレに使用しているため、来館者数により増減する傾

向にあるが、引き続き節水等の施策を検討する。

③ガス
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　夏・冬の空調の使用の際に、ガスを電力の補完エネルギーとして使用して

いる。平成31年度（令和元年度）は、酷暑であったことから、昨年度と同

様に、ガスを使用した。引き続き、電力と合わせてバランスよく使用し、効

率的な利用を検討する。

④紙
　ペーパーレス会議の導入など紙（コピー紙）の節減に努める。

　総会に次ぐ意思決定機関である常議員会（毎月2回開催）において、ペー

パーレスによる会議運営を実行している。役員会議においても、ペーパーレ

スを実行している。

　また、会則集及び会務報告書について、冊子化を控えている。

⑤その他
　事務局執務室において、照明の間引きを実施している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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